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医療工学コース（臨床工学ブログラム）
Medical Engineering Course(Clinical Engineering Program) 

■学習・教育目標
医療工学コース（臨床工学プログラム）は、デイプロマ ・ ポリシーに基づき、国家資格である「臨床工学技士」の取得を主軸とし、医療施設における工学系エンジニアを育成するために教育課程を編成して
います。高度化 ・ 多様化する医療技術に対応できる「人間力」と「基礎的知識 ・ 医療技術力」、安心•安全な医療を実現するために、安全に対する「高い意識」「知識 ・ 技能」、チーム医療の一員として多職
種連携ができる双方向の「記述・ロ頭コミュニケーション」、医療機器・健康機器•生活支援機器の開発に関する「生涯学習のための基礎とスキル」の修得を教育目標に掲げ、4年間で以下の学修成果を
各々記述している各科目群により養います。

■キー ワ ー ド

臨床工学技士、医療工学、福祉工学

下―
—.輝・・一 ー··會- ー·墨・・一 一…會•一

科学的思考の基盤、人間の生活、社会の理解
科学的・憮項的恩考力を官て． 人間性を屠き． 自由で主体的な判断と朽動を培
ぅ．生命倫瑾及び人の尊微を幅広く壇槃する．国際化及び情耀化社会に対応で
きる能力を養う，
●様性社会を遷解し、患者や医療スタッフとの良好な人間閲汀ぷ慣笠するため
必要が7'ー

一
ケーション能力を董う．

共通科目系列：形成科目8単位以上、情報・キャリア科目4単位以上、英語8単位以上
学科共通科目；「工学フォーラム(1年次）」では、4年間の科目履修計画を含んだ大学生活、又、4月に実施している研修旅行でコース内のコミュニケーショ ‘

を計っている。

機器学及び臨床支援技術
『惰榊四や在宅などで用いられるil●l濃＂•沿凍懺nの原壼・構造・構成を工
学的に理解し、その選正かつ安全な使用方法や保守管壼に関する実践的知
稟•技術を修得する．また、匿療.....介しt,濯斥亨援が必璽とされる症例の
病鰈や桟査・治療法の実際．手技について運解し、血液浄化療法［こお［ナる動脈
壼在化への穿●9針の接続・抜云、心・血管）JT-7ル治療［こお［ナる電気的負荷
装置の操作、輸液ポンブやシリンジポンブを用いた菓剤投与、静脈路の確惧
抜針など医煎口＂亡用いた幅広い分野にお［ナるII斥．古9,.，こ必蔓な実践的知
識・技術を修得する．

医療の安全清畏のために必裏な医療橿罫及び問導甑→・設11のシステム安全
工学を総合的に珊解する．また、闘遭中蜆・各種網祖感染対賃、医震ズ＾対
鸞のn景＊て学習し、医療安全..項技術を修得する．さらに、医震機易の操作
に隔連しt-..庁古援1こ伴う危験因子を匿識し、合併症の発生騎9こ遍切［こ対処
できる熊力を身につける．

II床工学業,..,,,上で必蔓な閥淳奔序の病懇及び治療法を遷解する．

臨床実習
医療における臨床工学の重璽性を珊解し、かつ．患者への対応について鳴床
嗅場で学冒し、チーム医療の一員としての貢任と役割を遷臀する。また、躍床実
誓前後の●lit度評価により、鴫床実誓臨むために必憂な知識、技術、裏者対
応及び、饂床実詈の効暴を確認し、厄床工学技士としてのエ即J←玉蹟能力を
身につける．

|赤文字 卜1卒業に必要な必須科目及び臨床工学技士国家試験受験資格取得に必要な科目 1青文字 卜1臨床工学技士国家試験受験資格取得に必要な科目

| | | ！択必； 目及び 臨床． 浅•国家試R失，；資格］’“1に必蔓 目 1黒文字 卜1選択科目

|紫文字 卜1 「 医学特別演習I」(2単位）、 「 医用工学特別演習I」(2単位）、 「臨床実習」(6単位）の3科目の修得をもって「卒業研究I·Il」（合酎10単位）に替えることができる。

※緑文字の「選択必須科目」については、呼吸療法装置・呼吸療法装置実習（合計4単位）、血液浄化装置・血液浄化装匿実習（合計4単位）、体外循環装匿・体外循環装置実習（合計4単位）の内、合計8単位を修得す
ること。



医療工学コース（医用工学プログラム）
Medical Engineering Course(Medical Engineering Program) 

■学習・教育目標
医療工学コース（医用工学プログラム）は、ディプロマ ・ ポリシーに基づき、医療系企業における医工学エンジニアを育成するために教育課程を編成しています。高度化 ・ 多様化する医療技術に対応できる
「人間力」と「基礎的知識 ・ 医療技術力」、経営管理やマネジメントに対する「高い意識」と「知識 ・ 実践力」、ビジネスシーンにおける双方向の「記述•口頭コミュニケーション」、医療機器 ・ 健康機器•生活支
援機器の開発に関する「生涯学習のための基礎とスキル」の修得を教育目標に掲げ、4年間で以下の学修成果を各々記述している各科目群により養います。

■キーワ ード

医療工学、医用工学、福祉工学

ト一

共通科目系列•形成科目8単位以上、情報・キャリア科目4単位以上、英語8単位以上
学科共通科目．「工学フォーラム(1年次）」では、4年間の科目雇修計画を含んだ大学生活、又、4月に実施している研修旅行でコース内のコミュニケーション
を計っている。
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コ ース内闘連科目
医療工学コース内で特に関連のある科目群．
（自らの進路・興味等で時間割上可能であれぱ履修を
推奨する科目）

I赤文字 卜1卒業に必要な必須科目 1貴色青景 卜1総合情報学部との同時開講科目 1黒文字 卜1選択科目
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知能情報プログラムの系統図（知能情報コ ー ス
総合情報学 科共通の基礎知識および技術の修得の上で、各教育目標に応じた内容を修得する．
【知情1】情 報技術の基本原理 および技術的要素の基礎の理解

【知情2】情 報 システムの基礎知識や各種データの活用による課題発見と課題解 決

【矧情3】要求に応じたサービス／システムの企画／設計 ／制作／運用
【細情4】情 報技術の利用を通じた、社会の安全•安心を考える

2025年度以降入学生）

， 
--------➔ 

（） 

実線はその順番で履修すべきことを示すI I 二重枠＆色背景は必修科 目 を表す
点線は関係が深いことを示す
カッコは全学共通科 目 を示す II l 二重枠は選択必修科目を表す

,…••••…•••••••••…•••……•…••••• 
： 点線枠は他プログラム科目を表す．．．．． ．．． ． ． ．． ．．．． ．．．． ． 
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主要科目および基礎科目の系統図（マネジメント工学コ ース）2025年度入学生
1畿育目糠

企業や組織の経営（運営）に欠かせない、3者（部詈0)リ ーダー、全体の管理者、社会や自然との胴整者）の根点を養い、経営工学における基礎的な知織と技能を修得させ、併せて目
標達成への過程における問題の発見およびその解決に必要な知識と技能を修得させ、それらを基に新たな問題の発見や解決に向けて自らが論理的に検討し実践できる能力（【マ
1],【マ21,[マ3】,【マ4],【マ5】)の獲得を目標とする。具体的には、獲径能力に対応した以下の分野の基礎的な知識や技能を修得させ、その修得過程において3者の視点を養う。さら
に、チー ムワ ーキングやフィ ールドワークを組み入れて、協低作業や現場重祝の意諏を布める。（）内は、主に獲怨を目指す能力（一 部を含む）を意味する，

・キャリア形成(Iマ4】) •ICT活用（【マ2】,1マ5] ） ・経営工学([マ1】,【マ3】） ・統計活用（【マ2]) •総合（【マ3】,1マ4] ，【マ5】)

噌ド 9 

＊ ー●キャリア攣●綱•II欝
ャ キャリア形成のための基礎知識と技能を修得する。
＇） | 
ァ●會11暢藁キャリア畢●囀11欝
• |総合情報学科0)卒業生（技術者）としてのキャリア形成に向け
． fこ墓礎知諏と技能を條得する

藁●遍髯11欝
惰祁系（プログラミングと情祁デザイン）のさらなる知識と技能
を修1尋する

1 I 

T ° ICT矯111囀冒欝

・
ニ能を1歩得する

層 IICT墓●囀，!!欝
JCT活用のための基礎的な知職を修得する

祖禽曝讀囀11欝
人や社会との関係を考えるための基硫的な知識を修得
する

| l 

叶99生吐りを考えるための基疫的な知識を修得す I
マネジメントエ攀霙麟囀11壽
自らの考えを整理して発信し、それまでに得た能力を活用し

て、マネジメント工学実践に向けた知臓と技能を修得する

工学墓●囀II
経営工学に関する茎礎的な知識と技能を修得する

＇ 実線は非常に強い関係（履修順序を含む）があることを示す
-----> 破線は強い閲係（履修順序を含む）があることを示す

i
―----------9 必修料目を表す

ョっつ万群百苓―――J 隔年開講科目を表す
基礎科目を表す

科目名（＊） コ ース関速分野として受講を推奨している料目

璽；軍

●
雷
工
攣

冑
皐 閂R99や経済の基本概念を修得する

閂礎的な知諏と技能を修得する

纏羹墓織麟II
経宮（運営）の某茂的な知諏と技能を修得する

情暢システム贔情暢震J11囀11欝
情報シスナムの基礎知識や各絃データの活用による課嗣発
見と靡題解決に閤する基礎的な知諏と技能を修得する

•1t葦屠墓●囀11欝
●|統酎活用に関する基礎的な知識と技能を修得する

It 
．．拳基●aII欝
層ド計活用1e必要な数学的知識を修得し、論理的思考力を養

？ 

:1り然環因との関わりを考えるための如茂的な知諏を修得す

ント工学賽麟瓢11欝
えを略理して知かし、それまで1こ符た能力を新用し

ネジメントT学尖践に向けた知歳と技能を修得する

1大学生入門 叫—―
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’ ―-- 1ノグーノンツノ ↓ 竹米訂幽ノオーフム ②—, 

I総合情報学フォーラム〇斗立総合情報学キャリア1 (!)： 総合情報学キャリア IlA ① 総合情報学キャリア IlB ① 総合情報学キャリアIIIA ① 総合情報学キャリアIIIB ① y 
情報基礎演習B ② 商業科教育法 I ② 商業科教育法 Il ②-r斗廠業指導（商業）1 |②卜→4磁菜指導（商業） Il|②|

プログラミング1(＊） I②f----------------------------—斗ゾフトウェア設計論(*) l②|—Y 社会双境科目群
人や社会との関係を考えるための基礎的な

知識を僭得する
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